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＊
専
決
処
分
と
は

　

議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
事
項
で
あ

っ
て
も
、
町
長
が
議
会
を
招
集
す
る
時
間

的
余
裕
が
な
い
等
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
議

会
に
代
わ
っ
て
町
長
の
権
限
で
処
理
で
き

る
。（
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
よ
り
）

＊
繰
越
明
許
費
と
は

　

年
度
内
に
支
払
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て

支
払
で
き
る
。

＊
発
議
と
は

　

議
会
に
お
い
て
議
事
の
対
象
と
な
る
べ

き
問
題
を
提
出
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

2平成25年7月19日発行

6
月
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

議 内 容

平成25年度一般会計1,850万円を追加し、総額総額  4646億億  6,6506,650万円 万円 となりました。となりました。

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
に
招
集
さ
れ
12
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、（
仮
称
）
六

戸
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
及
び
バ
ス
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
請
負
契
約

締
結
、
六
戸
町
職
員
給
与
を
減
額
す
る
条
例
案
な
ど
６
議
案
、
報
告
14
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
、
意
見
書
提
出
議
案
が
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事
者
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

66
月
定
例
会

月
定
例
会

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
支
給
措
置

を
踏
ま
え
、
六
戸
町
職
員
の
給
与
を

一
律
５
％
７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
間
減
額
す
る
も
の
―

（
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
）

　

報　

告
（
町
長
＊
専
決
処
分
の
報
告
）

◇
六
戸
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

―
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正

―
◇
六
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正

　

―
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
改
正
―

◇
六
戸
町
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

議　

案

◇
六
戸
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

　

策
本
部
条
例
を
制
定

　

―
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
制
定
―

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
名
称

（
仮
称
）
六
戸
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
及
び
バ
ス
セ
ン
タ

ー
解
体
工
事

・
請
負
代
金

　

７
５
３
６
万
９
千
円

・
契
約
の
相
手
方

　

六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字
千
刈
田
二
番

　

地
八
号

　

株
式
会
社　
　

佐
藤
建
設

　

代
表
取
締
役　

佐
藤
純
一

◇
六
戸
町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

　

関
す
る
条
例
を
制
定

―
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

◇
六
戸
町
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従
っ

て
設
置
さ
れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

（
す
べ
て
全
会
一
致
で
承
認
）

◇
24
年
度
一
般
会
計
＊
繰
越
明
許
費
繰

　

越
計
算
書

・
事
業
名

「
六
戸
町
地
域
防
災
計
画
」
追
録
業

務
委
託

・
25
年
度
繰
越
額

　

1
9
6
万
3
5
8
円

　

25
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

＊
発　

議
（
議
員
提
出
議
案
）

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
意

見
書
提
出

　

―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
農
業
や
食

料
・
医
療
・
雇
用
な
ど
地
域
経
済
の

破
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加
を
行
わ

な
い
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
た
め
、

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
―

（
全
会
一
致
で
可
決
）
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　会　　　　計 補　正　前 補　正　額 補　正　後 補正の主な内容

一 般 会 計 48億7110万円 450万円 48億7560万円

国保・後期高齢者・介護保険各特別会計
への繰出金　　　　　　　　1630万円
国保病院特別会計補助金　　3740万円
除雪経費　　　　　　　　　△243万円
住宅費実績により減額　　△1212万円
下水道特別会計繰出金　　　△160万円

国民健康保険事業
特 別 会 計 13億6426万円 △5052万円 13億1373万円 各事業費確定により減額

下 水 道 事 業
特 別 会 計 3億4947万円 △177万円 3億4769万円 各事業費確定により減額

農業集落排水事業
特 別 会 計 1億3005万円 △248万円 1億2756万円 各事業費確定により減額

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 12億4147万円 234万円 12億4382万円 各事業費実績見込精査により増額

後期高齢者医療
特 別 会 計 1億1083万円 151万円 1億1234万円 現年保険料・広域連合負担金確定により

増額

　25年度一般会計補正予算（全会一致で可決）
会計名 補　正　前 補 正 額 補　正　後 補正の主な内容

歳 入 46億4800万円 1850万円 46億6650万円

社会資本整備総合交付金 660万円
前年度繰越金 1022万円
B＆Gセンター修繕助成金　 △180万円
コミュニティー助成事業交付金 159万円
町村の魅力発信事業助成金 97万円
光ケーブル移転補償金 77万円

歳 出 46億4800万円 1850万円 46億6650万円

コミュニティー助成事業補助金 160万円
光ファイバー移設工事費 77万円
標準宅地鑑定評価業務委託料 424万円
食の交流創出イベント事業補助金 88万円
路面性状調査等委託料 1100万円
B＆Gセンター塗装工事取りやめ △380万円

　24年度各会計補正予算（いずれも町長専決処分）

主 な 審

平成25年度一般会計1,850万円を追加し、平成25年度一般会計1,850万円を追加し、総額 46億 6,650万円 となりました。



一
般
質
問

一問一答方式

高
こう

坂
さか

　茂
しげる

議員

ゴ
ミ
不
法
投
棄
の
対
応
と

町
の
美
化
運
動

町
長
―

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
人
的
対
応
を
継
続

4平成25年7月19日発行

一
般
質
問
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　

六
戸
町
の
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
順

位
は町

長
町
長　
当
町
は
、
男
76
・

7
才
、
女
84
・
4
才

で
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

健
康
寿
命
で
の
青
森
県
は
、

男
68
・
95
才
、
女
73
・
34
才

で
男
は
全
国
最
下
位
、
女
は

31
位
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
町
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ

ん
。問

　

高
齢
化
の
時
代
、

健
康
で
な
け
れ
ば
医

療
費
等
が
掛
か
る
が
、
そ
の

対
策
は

町
長
町
長　
介
護
を
受
け
な
く

て
元
気
に
暮
ら
す
こ

と
を
前
提
に
、
保
健
活
動
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
に

湯
遊
ク
ラ
ブ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。問

　

湯
遊
ク
ラ
ブ
以
外

に
事
業
は
。
ま
た
国
、

県
か
ら
の
健
康
に
関
す
る
具

体
的
な
通
達
等
は

町
長
町
長　
お
出
か
け
教
室
と

か
、
元
気
は
つ
ら
つ
、

元
気
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
行
政

サ
イ
ド
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
国
・
県
か
ら

の
具
体
的
な
指
示
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
　

長
野
県
は
長
寿
県

で
、
青
森
県
は
短
命

県
で
あ
る
が
、
そ
の
違
い
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か

町
長
町
長　
長
野
県
は
減
塩
運

動
を
地
道
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
と
、
健
康
に
関
す

る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

た
こ
と
。
本
県
は
健
康
に
対

す
る
意
識
が
低
い
こ
と
が
要

因
で
は
と
考
え
ま
す
。

問
　

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
の
新
た
な
施
策

の
取
り
組
み
は

町
長
町
長　
具
体
的
な
取
り
組

み
に
関
し
て
、
こ
れ

か
ら
担
当
者
と
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
　

健
康
寿
命
県
一
を

目
指
す
考
え
は

町
長
町
長　
生
活
習
慣
病
の
予

防
対
策
や
、
特
定
検

診
率
の
向
上
な
ど
健
康
意
識

の
喚
起
に
努
め
、
結
果
と
し

て
健
康
寿
命
の
県
内
一
に
つ

な
が
る
の
で
は
。

問
　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
に
関
す

る
取
り
組
み
の
検
証
は

町
長
町
長　
ゴ
ミ
不
法
投
棄
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

4
月
か
ら
11
月
ま
で
毎
週
2

回
実
施
し
、
そ
の
中
で
発
見

し
た
投
棄
物
の
回
収
、
資
源

ご
み
の
持
ち
去
り
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。
一
定

の
効
果
が
あ
り
今
後
も
継
続

し
た
い
。

問
　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
路

線
に
対
し
て
の
指
示

は
。
ま
た
不
法
投
棄
者
に
お

け
る
処
罰
の
例
は

町
長
町
長　
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

の
方
が
、
道
路
事
情

な
ど
を
よ
り
理
解
し
て
い
る

の
で
行
政
サ
イ
ド
で
の
指
示

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

不
法
投
棄
物
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
に
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
処
罰
の
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

問
　

社
会
福
祉
協
議
会

発
行
の
「
コ
ラ
ボ
」

紙
面
に
春
の
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
の
記
事
が
載
っ
て
あ
り
、

大
変
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま

す
が
、
町
全
体
で
年
1
回
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
た

ら
ど
う
か

町
長
町
長　
現
在
町
内
で
は
、

町
内
会
や
各
種
団
体

等
で
ゴ
ミ
拾
い
や
、
側
溝
の

清
掃
等
が
自
主
的
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、
町
一
斉
で
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問
　

町
道
の
道
路
脇
の

雑
草
が
伸
び
て
お
り
、

ま
た
、
歩
道
部
分
に
も
土
砂

が
堆
積
し
、
美
観
上
も
良
く

な
い
。
こ
れ
ら
の
対
応
は

町
長
町
長　
町
内
幹
線
道
路
を

年
1
回
か
ら
2
回
除

草
作
業
を
し
て
い
る
。
土
砂

堆
積
に
つ
い
て
は
、
随
時
通

学
路
等
を
中
心
に
撤
去
し
て

い
る
。

問
　

町
道
舘
野
金
矢
線

の
植
樹
マ
ス
を
緑
と

花
で
美
化
し
、
六
戸
町
の
象

徴
的
な
道
路
と
し
て
は

町
長
町
長　
美
化
運
動
に
関
わ

る
ご
質
問
で
す
が
、

官
庁
街
道
路
に
お
い
て
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
、
多
く
の

方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花

植
え
、
草
取
り
な
ど
自
主
的

に
協
力
し
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

地
域
と
し
て
み
ん
な
で
奉
仕

の
心
で
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※1平均寿命　死因にかかわらず生まれてから死ぬまでの期間
※2健康寿命　健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間

六戸町の健康寿命と
県一を目指しての取り組みは
町長 ― 町民の健康意識への喚起が重要



一
般
質
問

一問一答方式

川
かわ

村
むら

重
しげ

光
みつ
議員

農作業の様子
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問
　

自
由
貿
易
拡
大
基

調
の
中
で
、
政
府
の

成
長
戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。

　

農
家
の
大
規
模
化
、
農
業

所
得
倍
増
な
ど
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
六
戸
町
の
農

家
を
代
表
す
る
農
業
委
員
会

の
見
解
は

農
業
委
員
会
会
長

農
業
委
員
会
会
長　

六
戸
町

の
よ
う
な

米
と
野
菜
の
複
合
個
人
経
営

が
多
い
農
業
経
営
で
は
、
す

ぐ
に
法
人
化
や
集
落
営
農
組

織
へ
移
行
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

比
較
的
経
営
規
模
の
大
き

い
担
い
手
農
家
へ
集
積
を
図

り
、
規
模
拡
大
を
め
ざ
し
て

い
く
こ
と
が
、
早
道
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
を
含

め
た
多
様
な
担
い
手
の
確
保

に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
野

菜
等
の
機
械
化
・
規
模
拡
大

な
ど
の
生
産
体
制
の
整
備
が

図
ら
れ
、
真
に
「
農
家
が
生

産
す
る
喜
び
を
実
感
で
き

る
」
農
業
・
農
村
に
な
れ
る

よ
う
、
今
後
と
も
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
農
業
委
員
会
と

し
て
も
要
望
を
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　

農
業
委
員
会
は
、

農
地
行
政
以
外
に
、

当
町
の
農
業
振
興
の
あ
り
か

た
を
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る

事
も
役
割
と
思
う
が
、
町
の

農
業
施
策
に
対
し
て
提
案
や

答
申
を
さ
れ
て
い
る
か

農
業
委
員
会
会
長

農
業
委
員
会
会
長　

地
域
の

農
業
者
を

代
表
す
る
立
場
と
し
て
、
町

行
政
の
様
々
な
協
議
会
・
委

員
会
な
ど
各
種
団
体
か
ら
選

任
さ
れ
て
お
り
、
会
議
な
ど

の
機
会
を
通
じ
意
見
を
か
わ

し
、
ま
た
、
要
請
な
ど
も
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
行
政
に
対
し
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
、
意
見

・
要
望
等
を
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　

人
、
農
地
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
現
況
と
将
来
の
成
果
の

見
通
し
は

町
長
町
長　
人
・
農
地
プ
ラ
ン

は
、「
農
業
に
お
け

る
人
と
農
地
の
問
題
」
を
解

決
す
る
た
め
、
地
域
に
お
い

て
話
し
合
い
を
行
い
、「
集

落
・
地
域
が
抱
え
る
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
未
来
の
設

計
図
」
と
な
る
プ
ラ
ン
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
座
談
会
を
開

催
し
、
地
域
の
同
意
を
得
て

検
討
会
議
を
開
催
。
こ
の
３

月
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
プ
ラ
ン
に
は
「
経
営

体
の
育
成
支
援
事
業
」
な
ど

の
制
度
的
な
支
援
策
が
用
意

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

六
戸
町
も
、
こ
う
し
た
国

の
制
度
の
普
及
・
啓
発
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
の
実
情

に
あ
っ
た
方
策
で
、
制
度
が

活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
や
農
家
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。

問
　

農
業
振
興
費
の
補

助
金
は
、
毎
年
同
じ

よ
う
な
事
業
に
偏
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

農
産
物
の
輸
出
倍
増
戦
略

で
、
な
が
い
も
が
重
点
作
物

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
作
付
面
積
の

多
い
、
根
菜
類
（
長
芋
、
ゴ

ボ
ウ
、
大
根
、
人
参
）
も
、

六
戸
町
特
産
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
、
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
補
助
事
業
を
行
う
べ
き
と

思
う
が
考
え
は

町
長
町
長　
こ
れ
ま
で
、
町
内

各
種
団
体
等
の
計

画
・
要
望
等
に
基
づ
き
、
農

業
振
興
上
あ
る
い
は
農
業
の

経
営
安
定
や
活
性
化
に
役
立

つ
と
判
断
し
た
事
業
に
助
成

等
を
行
っ
て
お
り
、
決
し
て

偏
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
六
戸
町
に
お
い
て

作
付
面
積
の
多
い
根
菜
類
の

ブ
ラ
ン
ド
化
・
強
化
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
輸

出
を
本
格
化
す
る
た
め
に
は
、

全
農
や
大
手
商
社
な
ど
の
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
強

力
な
流
通
基
盤
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
農
産
物
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ
産
地
化

や
大
規
模
な
農
業
法
人
な
ど

に
よ
る
輸
出
向
け
の
生
産
体

制
が
条
件
と
な
る
な
ど
、
生

産
・
流
通
と
も
に
難
し
い
課

題
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
産

流
通
対
策
の
一
環
と
し
て
、

産
地
の
強
化
は
必
要
で
あ
り
、

六
戸
町
の
特
産
野
菜
に
係
る

そ
う
い
っ
た
施
設
要
望
等
が

あ
れ
ば
補
助
事
業
を
含
め
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

特産ブランドにつながる
補助事業を行うべきでは

町長 ― 積極的に支援したい
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問
　

町
の
庁
舎
な
ど
各

施
設
を
利
用
す
る
町

民
に
対
し
、
接
客
に
関
す
る

「
職
員
行
動
指
針
」
が
あ
る

か町
長
町
長　
職
員
の
接
遇
は
常

日
頃
か
ら
気
に
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

現
在
活
用
し
て
い
る
「
行

動
指
針
」
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

過
去
に
作
成
し
た
指
針
が
あ

り
、
今
一
度
見
直
し
て
、
接

遇
の
向
上
改
善
に
努
力
を
し

た
い
。

問
　

住
民
票
な
ど
各
種

申
請
手
続
き
に
不
慣

れ
な
町
民
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か

町
長
町
長　
交
付
等
の
申
請
書

を
色
分
け
し
て
い
る

ほ
か
、
記
入
例
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
客
さ
れ
た
方
で

申
請
手
続
き
が
不
慣
れ
な
方

に
は
、
職
員
が
直
接
、
記
載

の
方
法
や
添
付
書
類
等
に
つ

い
て
説
明
し
、
記
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

窓
口
で
は
、
日
頃
よ
り
、

接
客
態
度
や
服
装
に
十
分
に

気
を
つ
け
て
、
気
持
ち
よ
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
が
、
個
人
情

報
の
保
護
や
本
人
確
認
の
徹

底
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
対
応
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
今
後
と
も
ご
指
導
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　

町
行
政
に
長
年
携

わ
っ
て
き
た
役
場
職

員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
、
庁
舎
ロ

ビ
ー
等
で
各
種
申
請
に
訪
れ

た
町
民
へ
の
対
応
を
考
え
た

ら
ど
う
か

町
長
町
長　
総
合
案
内
的
な
人

員
を
配
置
し
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
件
に
つ
い
て

は
、
職
員
全
体
の
定
員
管
理

や
財
政
上
の
問
題
も
あ
り
、

職
員
を
増
員
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
問
題
で
す
。

　

案
内
看
板
の
設
置
や
現
在

の
職
員
の
配
置
等
で
、
訪
れ

た
方
々
に
も
わ
か
り
や
す
い

対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

役
場
を
訪
れ
る
町

民
に
、
職
員
自
ら
が

「
何
か
ご
用
事
で
す
か
」
と

声
か
け
し
「
町
民
の
お
役
に

立
つ
」
と
い
う
積
極
的
な
気

持
ち
で
対
応
す
べ
き
で
は

町
長
町
長　
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー

か
ら
左
右
の
各
課
カ

ウ
ン
タ
ー
が
離
れ
て
い
る
と

い
う
構
造
的
な
こ
と
も
あ
る

が
、
今
改
め
て
役
場
に
来
ら

れ
る
方
へ
の
対
応
を
、
職
員

か
ら
の
声
か
け
と
と
も
に
デ

ス
ク
の
配
置
も
含
め
考
え
て

い
き
た
い
。

問
　

町
立
病
院
の
患
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て

「
病
院
職
員
の
行
動
指
針
」

等
が
あ
る
か

町
長
町
長　
当
病
院
で
は
、
全

国
自
治
体
病
院
協
議

会
で
作
成
し
た
倫
理
綱
領
を

指
針
と
し
て
い
ま
す
。

問
　

町
立
病
院
の
外
来

患
者
に
対
し
て
「
声

か
け
対
応
」
を
す
る
相
談
職

員
が
い
れ
ば
、
会
話
を
通
じ

て
患
者
の
不
安
を
軽
減
し
な

が
ら
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か町

長
町
長　
ご
指
摘
の
と
お
り
、

相
談
員
を
配
置
し
て
、

声
か
け
を
す
る
こ
と
で
来
客

者
へ
の
不
安
感
が
い
く
ら
か

で
も
和
ら
ぐ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
特
に
声
か
け
対

応
の
相
談
職
員
は
、
配
置
し

て
い
ま
せ
ん
。
同
様
の
対
応

は
、
看
護
師
3
名
で
行
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
毎
週

木
曜
日
に
は
、
総
合
相
談
窓

口
も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
看
護
師
等
に
対
し
、

気
兼
ね
な
く
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
声
か
け
を
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　

町
立
病
院
で
は
、

わ
ざ
わ
ざ
薬
剤
師
が

自
ら
外
来
患
者
の
椅
子
に
出

向
い
て
薬
の
説
明
を
丁
寧
に

し
て
い
る
。

　

忙
し
い
中
で
も
、
気
持
ち

が
通
う
「
お
も
て
な
し
」
の

言
葉
と
「
お
役
に
立
ち
た

い
」
と
い
う
思
い
で
患
者
に

接
し
て
い
た
だ
き
た
い

町
長
町
長　
ス
タ
ッ
フ
が
少
な

い
中
に
も
共
に
自
覚

し
合
い
な
が
ら
、
公
の
立
場

で
町
民
の
た
め
に
頑
張
る
と

い
う
姿
勢
で
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。

役場・病院職員の接客対応は
町長 ― 接遇の向上改善に努力したい
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3
月

1
日　

六
戸
高
校
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　

青
森
県
農
業
経
営
士
認
定
祝
賀
会

4
日　

第
１
回
議
会
定
例
会
（
〜
11
日
）

4
日　

町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

6
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
一
般
会
計
）

7
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
特
別
会
計
）

7
日　

町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

8
日　

六
戸
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

11
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

18
日　

十
和
田
警
察
署
員
歓
送
迎
会

22
日　

六
戸
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

23
日　

開
知
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

24
日　

上
北
自
動
車
道
上
北
道
路
開
通
式

26
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

28
日　

六
戸
町
観
光
協
会
総
会

　

4
月

2
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

4
日　

十
和
田
地
区
「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
に
伴
う
総
決
起
大
会

6
日　

六
戸
町
春
の
交
通
安
全
祈
願
祭

8
日　

六
戸
小
学
校
入
学
式

12
日　

町
議
会
産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

町
議
会
全
員
協
議
会

18
日　

六
戸
町
教
育
振
興
協
議
会
総
会
・

　
　
　

教
育
講
演
会

18
日　

六
戸
町
体
育
協
会
定
時
総
会

23
日　

上
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
監
査
会

25
日　

中
学
校
交
流
20
周
年
記
念
訪
問

（
ア
メ
リ
カ
・
キ
タ
リ
ー
町
）

（
〜
5
月
2
日
）

26
日　

舘
野
公
園
山
開
き

　

5
月

9
日　

八
戸
海
上
自
衛
隊
観
桜
会

10
日　

町
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

戦
没
者
追
悼
式

13
日　

上
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

17
日　

六
戸
町
交
通
安
全
協
会
定
時
総
会

18
日　

六
戸
中
学
校
運
動
会

19
日　

七
百
中
学
校
運
動
会

20
日　

青
森
県
鉄
道
整
備
促
進
期
成
会
総

　
　
　

会

21
日　

上
十
三
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

　
　
　

定
期
総
会

　
　
　

十
和
田
地
区
交
通
安
全
協
会
表
彰

　
　
　

式
・
評
議
員
会

23
日　

八
戸
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設

　
　
　

促
進
期
成
同
盟
会
定
例
総
会

24
日　

春
季
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交

　
　
　

歓
県
南
地
区
大
会

25
日　

開
知
小
学
校
運
動
会

28
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

　
　
　

修
会　
　
　
　
　
　

（
〜
29
日
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き　　
（（
2525
年年
３３
月
〜
月
〜
５５
月
）
月
）

県下町村議会議員研修会
県内の町村議会議員が一堂に会し研修

　７月11日、青森市市民ホールにおいて、県下町村議会
議員を対象とした「県下町村議会議員研修会」が開催さ
れ、当町議会より11名の議員が出席しました。
　講師は、政治評論家　浅川　博忠氏、『これからの政
局・政治はどうなる！』と題して講演しました。
　今後の政治は、海外から信頼されるために、安定した
政治が求められることや現在の出生率1.4人から 2.1人
にする少子対策が必要であることを強調した内容でした。

【講師】　政治評論家　浅川　博忠氏
【講演】　「これからの政局・政治はどうなる！」

講師　浅川氏



期 待

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくりに対
するご意見、ご要望の投稿を募集しています。どしど
しお寄せください。お待ちしております。

8平成25年7月19日発行

田中 義明（舘野）

　六戸町議会６月定例会に行ってきました。
　テレビの国会中継や予算委員会のように、ヤジ
や怒号はありませんが、一般質問が一問一答方式
になったこともあり、再質問の答弁など町長の原
稿にないユーモアを交えた、やりとり等が聞けて
おもしろいですよ。
　しかし、議会の審議は、形式的で書類の棒読み
の感じがするのは否めません。
　議員の皆さんも、もっと質問の内容を深く調査
し、突っ込んだ内容の質疑を期待しています。
　そして、より多くの町民の傍聴を促すため、町
の何ヶ所かの議会開催の案内だけでなく、町の防
災無線などで広報したらいかがでしょうか。
　町民の皆さん、議会の傍聴に行きましょう。
皆さんが選んだ町長と議員のやりとりが、目の前
で見て聞けるわけですから。議場の傍聴席の手す
りも無くなり、大変見やす
くなりましたよ。

　次回定例会は、９月上旬の予定。
また、決算特別委員会（24年度決
算審査）が開かれます。
　定例会の日程及び一般質問者・
内容を町内12か所に掲示しますの
でご覧ください。
　詳しくは議会事務局までお問い
合わせください。

議会は町政を知る良い機会です

　
『
光
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天
候
不
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今
後
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す
。

　

今
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。

　

議
会
定
例
会
終
了
後
、
毎
回
広

報
委
員
会
を
開
催
し
、
町
民
に
読

み
や
す
い
広
報
を
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け
る
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め
に
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
検
討
を
重
ね

て
お
り
ま
す
が
、
発
行
後
、
町
民

の
目
線
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
読
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い
議
会
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報
を
目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ご
理
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と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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「私の議会傍聴体験記」「私の議会傍聴体験記」

傍聴席がリニューアルし、

議会がより見やすくなりました。

６月定例会
傍聴者は
延べ６人でした。

◆お気軽にお電話ください
　六戸町議会事務局（直通）
　☎0176ー 55－4547


